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計算科学技術の発展
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科学技術の三本柱としての計算科学技術

科学技術の全分野で、実験・観測、理論と並ぶ、重要且つ

最先端の研究手段
ス パ ンピ タ

最先端の研究手段
スーパーコンピュータ

ナノ・材料

バイオ
環境

構造

流体

素粒子・宇宙

シミュレーション

科学技術

実験・観測理論

科学技術

たんぱく質分析

Spring-8

スバル望遠鏡

相対性理論
（アインシュタイン）
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素粒子加速器

素粒子衝突実験

宇宙観測
中間子理論（湯川秀樹）

くりこみ理論（朝永振一郎）



スーパーコンピュータの発展（I）
30年間（ 1976年～2005年）で100万倍
の高速化（１０年ごとに約１００倍）

BlueGene/L

地球シミュレータES

数値風洞NWT
CP-PACS
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計算科学技術の重要性：今後ますます増大
基礎科学のフロンティアを開拓するシミュレーション

原子・分子のミクロの法則（量子力学）に基づく物質と生命のシミュレーション

マクロな自然と人間社会の関わりのシミュレーション

も づくり 道具となるシ シ

ライフサイエンス
ものづくりの道具となるシミュレーション

素粒子・宇宙物理
学素粒子・初期宇宙の解明 触媒

ナノテクノロジー
計算創薬・テーラーメイド医療

学 触媒

c

遺伝子 タンパク質から細胞 人体まで解析

原子力
原子炉設計銀河・惑星形成シミュレーション提供：国立天文台

提供：(独)物質・材料研究機構物質設計

防災・気象

台風
津波予測

遺伝子・タンパク質から細胞・人体まで解析

提供：東北大学

台風

エルニーニョ予測
地球・環境

ものづくり

提供：日本原子力研究所 提供： (独）海洋研究開発機構潮流ロケット
エンジン設計 航空機開発

航空・宇宙
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気候変動提供： (独）海洋研究開発機構

デジタルエンジニアリング
提供：(独)宇宙航空研究開発機構



最先端・高性能汎用スパコンが支える『６つの政策目標』

＜目標１＞ ＜目標３＞ ＜目標５＞＜目標１＞
飛躍知の発見・発明
～ 未来を切り拓く

多様な知識の蓄積・創造

＜目標３＞
環境と経済の両立

～ 環境と経済を両立し
持続可能な発展を実現

＜目標５＞
生涯はつらつ生活

～ 子供から高齢者まで
健康な日本を実現

生命体シミ レ シ ン

銀河・惑星形成
過程の解明

（天文・宇宙物理）

生態系等も考慮した
高度な地球環境変動予測

（地球環境）

新薬の短期間開発
(ライフサイエンス)

高精度な ル 生命体シミュレーション
による、テーラーメイド

医療の実現
(ライフサイエンス)

高精度なエルニーニョ
の影響予測
（地球環境）

宇宙天気予報の実現
（航空・宇宙）

最先端・高性能汎用
スパコンの開発利用

台風進路、集中豪雨等
の瞬時の予測
（地球環境）新型ロケ ト

汎用ＣＰＵの
低電力化、高性能化

国際水準ソフトウ ア
衝突解析の完全自動化

触媒設計による
新ナノ素材の開発
(ナノテクノロジー)

（地球環境）新型ロケット
エンジンの開発
（航空・宇宙）

ナノデバイスの開発
(ナノテクノロジー) 地震被害の軽減

（防災)

＜目標２＞ ＜目標４＞ ＜目標６＞

インターコネクトの
超高速化、超高信頼化

国際水準ソフトウェア
(ｸﾞﾘｯﾄﾞﾐﾄﾞﾙｳｪｱなど)

の開発

衝突解析の完全自動化
による「試作レス」の

自動車開発
（ものづくり)

津波被害の軽減
（防災)

核融合炉開発の推進
（原子力）

－6－

＜目標２＞
科学技術の限界突破
～ 人類の夢への

挑戦と実現

＜目標４＞
イノベーター日本

～ 革新を続ける強靭な
経済・産業を実現

＜目標６＞
安全が誇りとなる国
～ 世界一安全な国・

日本を実現



計算科学技術を支える二つの要素

計算科学技術

アプリケーション 計算機システムアプリケ ション

スパ ンを用いた

計算機システム

スパ ンの開発 製作スパコンを用いた
科学技術研究力

スパコンの開発・製作
を支える技術力

国産スーパーコンピュータの
状況を見てみると
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状況を見てみると…



TOP500リスト１００位以内の日本製スパコン台数

1997年をピークに国産
50

年を ク 国産
スパコンのTOP100内台
数が激減40

NEC
Fujitsu
Hitachi
total

30

数

20

台
数

10

0
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科学技術創造立国と計算科学技術

トップ500だけがスパコン指標ではないが、この状態
が継続するとが継続すると

スパコン開発・製作を支える技術力の低下

スパコンを用いた科学技術研究力の低下

科学技術の最先端を切り開く装置としての次期スパコン開
発が必要且つ重要

その実現には、産官学の協力が必須(スパコンの開発・整

備が、スパコン市場だけで支えられたことはない）
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次期スパコン開発の必要性・緊急性

次期スーパーコンピュータの開発は我が国の科学
技術創造立国に必須技術創造立国に必須

科学技術のグランドチャレンジの解決

ものづくり手法の革命的変化などによる産業技術の発展

安全･安心な国民生活の質の向上への貢献

米国等との科学技術、産業面での国際競争に我が
国が打ち勝つために次期スパコンは必須

計算機の性能は１０年ごとに約１００倍の割合で向上

我が国もこれに対応しないと国際競争に取り残される

スパコン技術は、国家的な目標と長期戦略に基づ
いて推進すべき国家基幹技術である
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いて推進す き国家基幹技術である


